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奈
良
の
事
業
は
、
土
地
を
森

ト
ラ
ス
ト
が
買
い
、
建
物
も
森
ト

ラ
ス
ト
が
建
て
る
。
大
き
な
違
い

は
、
奈
良
市
に
は
取
得
税
が
約
２

億
円
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は

概
算
で
年
間
約
４
千
万
円
が
毎
年

入
る
。
何
が
同
じ
な
の
か
理
解
で

き
な
い
。
ま
た
「
奈
良
県
が
ホ
テ

ル
が
一
番
少
な
い
の
は
、
民
間
の

ホ
テ
ル
業
者
が
自
助
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
何
も
し
て
こ

な
か
っ
た
の
が
原
因
だ
。」
と
発

言
し
て
い
る
が
。

ホ
テ
ル
が
少
な
い
の
は
民
間

の
せ
い
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
市
の
真
意

で
は
な
い
。
誤
解
を
招
い
た
こ
と

は
お
詫
び
す
る
。

市
内
不
動
産
業
者
が
橿
原
神

宮
前
に
ホ
テ
ル
用
地
を
買
収
し
た

後
に
、
本
件
ホ
テ
ル
事
業
計
画
が

始
ま
っ
た
。
そ
の
業
者
が
土
地
ま

で
購
入
し
事
業
融
資
を
得
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
事
業
を
撤
退
し
た
。

本
当
に
本
件
が
関
係
な
い
の
か
。

民
業
を
圧
迫
し
た
の
で
は
。

そ
の
不
動
産
業
者
と
は
、
事

業
の
初
期
か
ら
段
階
を
踏
ま
え
対

話
を
行
い
、
お
互
い
に
情
報
交
換

を
行
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
事
業

の
こ
と
は
ご
存
じ
だ
っ
た
思
う
。

宿
泊
業
界
も
、
現
状
の
宿
泊
客
を

取
り
合
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
事

業
を
起
爆
剤
に
客
を
増
や
し
、
相

乗
効
果
を
期
待
す
る
も
の
で
民
業

圧
迫
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

何
が
民
業
圧
迫
か
と
い
え
ば
、

破
格
の
条
件
で
貸
し
た
こ
と
で
あ

る
。
民
業
圧
迫
に
値
し
な
い
と
本

当
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

ホ
テ
ル
に
来
て
も
ら
う
の
が

大
変
困
難
の
中
、
事
業
成
立
の
た

め
ホ
テ
ル
に
来
て
も
ら
う
た
め
条

件
の
最
低
額
を
２
，
５
０
０
円
と

設
定
し
た
。
大
林
グ
ル
ー
プ
は
こ

の
額
で
入
れ
た
が
、
他
に
は
３
，

５
０
０
円
な
ど
の
提
案
も
あ
っ
た
。

委
員
８
人
が
総
合
的
に
判
断
し
決

定
し
た
。

ホ
テ
ル
に
は
、
こ
の
土
地
は

不
向
き
で
大
変
困
難
で
あ
る
の
に
、

強
引
に
行
政
が
税
金
を
投
入
す
る

か
ら
民
業
圧
迫
と
な
る
。
現
在
１５

万
人
で
あ
る
宿
泊
客
を
、
新
た
に

５
万
人
増
や
し
２０
万
人
と
い
う
が
、

本
当
に
可
能
か
。
ま
た
、
提
案
書

に
は
中
南
和
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
目
指
す
と
載
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
入
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、

本
当
に
周
辺
の
飲
食
店
に
影
響
を

与
え
な
い
の
か
。

観
光
客
を
取
り
合
う
の
で
は

な
く
、
新
た
に
来
て
い
た
だ
く
と

い
う
考
え
は
間
違
っ
て
い
な
い
と

思
う
。
振
興
組
合
の
理
事
長
を
は

じ
め
皆
さ
ん
方
は
、
入
る
レ
ス
ト

ラ
ン
に
負
け
ず
に
頑
張
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
地
元
の
方
々
と
市
も

協
働
し
て
、
協
議
会
等
を
つ
く
り

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
の
た
め
頑

張
っ
て
い
く
。
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

及
び
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

助
成
制
度
の
創
設
へ

６
月
議
会
の
答
弁
で
、
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
助
成
に
つ

い
て
、
高
齢
社
会
の
中
で
、
社
会

情
勢
等
に
一
定
の
判
断
基
準
を
持

っ
て
考
え
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
発
展
は
あ
っ
た
か
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
に
は
大
き
な
社
会
情
勢
の

動
き
が
必
要
で
あ
る
。
基
本
と
し

て
公
金
の
使
い
方
は
公
明
正
大
に
、

一
定
の
考
え
方
を
持
っ
て
対
応
し

た
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
実
施

し
た
場
合
、
一
時
的
に
需
要
が
高

ま
り
、
即
効
性
は
あ
る
が
、
経
済

効
果
が
特
定
業
種
に
限
定
さ
れ
る

こ
と
、
経
済
効
果
が
一
過
的
で
、

構
造
的
な
問
題
の
解
決
に
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
制
度
の
創
設

は
見
送
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

第
３
次
総
合
計
画
に
、
快
適

な
住
環
境
の
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、「
橿
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
「
橿

原
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
」
の
中

で
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
の
推
進
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し

て
は
ど
う
か
。

こ
れ
ら
の
施
策
や
支
援
制
度

の
役
割
は
重
要
で
、
本
市
は
「
耐

震
化
」「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
」「
環

境
対
策
」
の
分
類
で
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
奈
良
市
や
大
和
高
田
市
な
ど

は
単
費
の
補
助
金
事
業
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
大
和
郡
山
市
や
生
駒
市

な
ど
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
補

助
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
部
の
市

町
で
は
定
住
支
援
を
目
的
と
し
て

二
世
帯
住
宅
の
補
助
制
度
が
行
わ

れ
て
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
事
情
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
大

は
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課
題
と

考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
具
体
的

な
方
向
性
は
な
い
が
、
国
、
県
、

周
辺
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
た
い
。

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
発
展
型
と
し
て
小
規
模
企
業
支

援
に
広
げ
た
も
の
だ
が
、
本
市
の

空
き
店
舗
対
策
事
業
と
は
。

空
き
店
舗
対
策
事
業
は
、
橿

原
商
工
会
議
所
が
行
っ
て
い
る
事

業
で
、
市
が
補
助
金
を
商
工
会
議

所
に
支
出
し
て
い
る
。
市
内
で
過

去
に
商
業
活
動
に
供
さ
れ
た
店
舗

に
新
た
に
出
店
す
る
事
業
者
に
対

し
、
家
賃
の
9０
％
、
上
限
を
５
万

円
と
し
て
１
年
間
補
助
し
、
出
店

の
際
の
改
装
費
に
１５
万
円
を
上
限

と
し
て
補
助
す
る
と
い
う
制
度
で

あ
る
。
昨
年
は
１２
件
が
採
択
さ
れ
、

う
ち
１１
件
で
補
助
を
し
た
。
う
ち

７
件
が
市
内
事
業
者
に
発
注
を
し

て
お
り
、
市
内
事
業
者
は
上
限
が

１５
万
円
、
市
外
は
半
額
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
補
助
を
出
し
て
い
る

自
治
体
は
、
県
内
１２
市
の
う
ち
、

本
市
と
宇
陀
市
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
補
助
金
は
商
工
会
議
所

会
員
で
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
の

新分庁舎を含む複合施設


